






第３５回和歌山コンテストに参加くださった皆さん、ありがとうございました。 

 

当日の和歌山は、天候の悪い地域もありましたが、移動運用が多かったように思います。移動

運用の皆さん、ご苦労さまでした。 

県内局の参加は５９局で、前回の５７局とほぼ同じでした。それでも和歌山県内局が少ないという

感想がよせられていますので、県内局の局長さん一人ひとりの運用時間をもう少し多くするよう努

めてもらいたいとと思います。 

今回は、各コンテスト委員のコメントも寄せてもらいましたので、ご一読願います。 

 

特別賞について 

県外局、県内局ともに２文字コールのＯＴ(Old Timer)さんへ贈ります。 

ＪＡ６ＤＨ園田勝英様 和歌山県内１８局と交信し、県外局 HF ﾏﾙﾁﾊﾞﾝﾄﾞ電信電話にエントリーされ

ました。また、昨年までの５年間で４回参加して下さいました。 

前回のコンテスト応募書類にお書きのコメントから、今年は開局７０周年と思われます。 

ご健康で、ＦＢなハムライフをお楽しみください。 

ＪＡ３ＢＹ加藤明利様 JARL 和歌山県支部の大先輩、和歌山コンテストは初参加？ 

 これからも、ご指導よろしくおねがいします。 

 

======= ２文字のＯＴさんが大変です ======= 

横道に逸れますが、コンテストの電子メールを整理しながらワッチしていた時です。 

ＣＱ呼出に対して２文字のＯＴさんが応答したのですが、「３文字目は何ですか、送って下さい」「２

文字です、３文字目はありません」のやりとりが２・３回あり呼出符号に納得できない様子です。Ｏ

Ｔさんは交信をあきらめてしまいました。 

これを聞いていて、何とかせないかんと私は思いました。しかし、この後ＣＱ呼出の局と私が交

信し始めても、先ほどのことをどう伝えるか、話し方が浮かびませんでした。 

このようなことがあり、「２文字の多くのＯＴさん方は、戦後のアマチュア無線再開に一生懸命取り

組まれたのです。そして、現在もアマチュア無線を楽しんでおられると思います。いつ、どのような

状況で交信のチャンスがあるか分かりません」と、カンペを作った次第です。  ======= 話を

戻します ======= 

 

次回の和歌山コンテストからは、書類提出期限を早めること、コンテスト中の移動範囲の明確

化、などコンテスト規約を一部改訂の予定です。コンテスト前に規約をよく読んで 

ご参加お待ちしています。ありがとうございました。 ７３＆８８ 
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ログチェックさせていただく中で思うことは、単純ミスが意外に多いことです。 

コンテスト参加局は提出前にご面倒でももう一度以下の点について、再確認していただければ、

減点や訂正が激減するのではないかと思っています。 

 

① 参加種目の記述に不足や誤りが無いか 

② 交信相手局のコールサインに誤りが無いか 

③ 受信レポート（特にコンテストナンバー）に誤りが無いか 

 

交信局数が多い方は、電子ログによる提出を是非ご検討下さい。（CTESTWIN 推奨） 

次回からは提出期限も短くなります、正確なログ提出にご協力よろしくお願いします。 

                           

コンテスト委員 JF3DCH 赤坂幸作 

 

 

 

このたびは、和歌山コンテストにご参加いただきありがとうございました。 

また、私がコンテスト委員として一年目であることを含め、皆様のご支援に感謝申し上げます。コ

ンテスト委員としての一年目は学びと成長の機会でした。 

皆様の素晴らしい成果に触れることで、アマチュア無線の魅力と可能性を改めて実感しました。

私たちのコンテストが、参加者の皆様にとって特別な場となり、交流の機会を提供できたことを心

から喜んでいます。 

また、コンテストは常に進化し続けるものです。皆様からの貴重なフィードバックやアイデアを通

じて、次回のコンテストにおいてさらなる改善と魅力の向上に取り組んでまいります。 

最後に、再度皆様のご参加に心より感謝申し上げます。 

 

                      コンテスト委員 JG3DJX 佐崎利幸 


